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母親のすすめで能面打ちの門を叩いた。お茶やお花を習うように、たしなみとしての能面打ちの稽古。

20歳の大学生のときだった。

大学を卒業して結婚、京都を離れた。やがて子供を産み、育て、ひと段落ついたところで京都に戻ってきたら、

能面打ちにも戻るようになった。それからというもの、毎日毎日稽古に励み、古い面を忠実に写し取り、

面裏の溝を彫った鑿の、その入れた角度までこだわった。正確に模写できることが面打ち上手の証だった。

34歳で初めて個展を開いた。一人前といわれるまで 20年かかる世界で、14年での飛び級。それにもまた

母親の存在があった。母親もまた、趣味で始めた能面打ちにもかかわらず、師匠に免許皆伝をいただいた。

その素質は類い希であり、そのDNAを受け継いできた。

母からはつねに、「品性を磨け」といわれた。感性豊かな面には品性がある。

面に品性を込めることができるのは作者の品性のみである、と。













【 発行人後記・橋本英夫 】
「残す」ことを大切にする文化があるのは日本だけだ、という野村万之丞氏の言葉
に我が意を得たりと膝を打ちました。衣文化を大切にするケア・メンテは、修復
を重ね、もとの風合いを残すというところで日本文化と繋がっていきます。

高野　孟
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　彼が亡くなったことが未だに私の心に空白を残しているのは、狂言師の奇才＝野村
万之丞である。彼が晩年取り組んでいたのは「マスクロード」で、能・狂言の源基で
ある古伎楽を復元しながら、さらに西に、シルクロード遥かに、仮面劇のルーツに想
いを馳せるという試みだった。彼は酒杯を手に遠くを見る目をしながらよくこう言っ
た。




